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オープンハウス開催概要

日時
令和３年１２月１０日(金) ４時限目
（午前１１時３０分から午後０時１５分）

参加者
全校生徒（１３１名）

内容
１ 「公共施設マネジメント」ってなに？
２ 大塚地区の理想の公共施設って

なんだろう？
３ グループワーク
４ グループ発表
５ 市役所からのお願い

大塚中学校の皆さんには各教室のプロジェクターに映し出された資料をもとに、なぜ公共施設マネジ
メントが必要なのか、今年度大塚地区で開催している「まちづくりと公共施設の将来を考えるワーク
ショップ」について、学びました。授業の後半では、将来の大塚地区を考えるグループワークなどを
行いました。
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大塚地区の理想の公共施設ってなんだろう？

“こんなまちになったらいいな”という将来の大塚地区の理想像、その理想像に近づくために
必要なもの（建物・サービス等）の２つについてそれぞれ考えました。
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グループワーク

考えてもらった事についてグループに分かれて、それぞれ発表しました。グループ内で出た
意見を用紙にまとめました。
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１年生から出た意見（一部抜粋）

“こんなまちになったらいいな”という将来の大塚地区の理想像 理想像に近づくために、必要なもの（建物・サービス等）

分類 ご意見

小中学校、児童クラブを複合化する

公共施設を複合化したい

小中学校を１つにする

複合化への懸念 小中学校の複合化はしない方がよい

既存施設の充実 公園、児童館を充実してほしい

災害にも耐えうる施設 災害に強い施設

誰にでも使いやすい施設 お年寄りでも使いやすいよう段差を解消してほしい

信号を長くしてほしい

歩道がほしい

駅に停まる電車の本数を増やしてほしい

新幹線が停まってほしい

大塚駅のサービスを充実してほしい

スポーツジムをつくる

スポーツ公園をつくる

遊べる場所の確保 多世代で遊べる場所がほしい

多世代交流 楽しくお年寄りと遊ぶこと

娯楽施設の充実 映画館がほしい

商業施設の充実 大型ショッピングモールがほしい

人口増加 マンションを増やす

高齢者支援 老人ホームを増やしたい

まちをきれいに 海、川、道路をきれいにしたい

シティーセールス 大塚の名産品をつくる

道路環境の整備

公共交通機関の充実

スポーツ施設の整備

施設の複合化

分類 ご意見

たくさんの人と交流したい

様々な世代の人が関わることができる

様々な人と友達になれる

子どもから大人まで協力できる

子どもから高齢者まで楽しく過ごせる

お年寄り目線で楽しく過ごせる

笑顔があふれる 子どもからお年寄りまで笑顔になれるまち

子どもが仲良くできる

遊べる場所がほしい

周りから「住んでみたい」と思われるまち

差別がなく過ごしやすい

安全に生活できる（交通安全、防犯）

感染症対策が万全

環境保全 自然豊かなまち

海がきれい

ゴミのないまち

人口増加 人口が増えてほしい

車を使う量が少なくなるよう周りにお店がほしい

買い物しやすい

利便性の確保 移動しやすい（電車、バス）

楽しい建物がたくさんあるまち

大塚駅を充実したい

買い物が便利

既存施設の充実

まちをきれいに

多様な交流

楽しく過ごすことができる

子どもが生活しやすい

誰にとっても住みやすい

安全安心
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２年生から出た意見（一部抜粋）

分類 ご意見

保育園、児童館を複合化して小さな子と遊びたい

小中学校を複合化して異学年で交流したい

小中学校を大塚の中心に建てたい

大塚駅の近くに公共施設を増やす

多世代交流施設の整備 多世代で遊べる建物の整備

既存施設の充実 公民館を大きくしたい

子どもの頃からお年寄りと交流する機会を増やす

中学校で戦争の時の話などを聞く

公民館に小中学生が集まり、地域の人と関わる

大塚の人たちの交流会などで仲良くなる

児童クラブで年齢関係なく遊びたい

遊ぶ所、公園がほしい

若者の居場所確保 働く若い世代の集合所

若者が住みやすいまちづくり 若者向けの店舗がほしい

相互理解 介護体験をする

公共交通機関の充実 バスの増便

道路環境の整備 信号機の設置

スポーツ施設の整備 スポーツができる施設

商業施設の誘致 商業施設の誘致

施設の複合化

利用しやすい施設配置

多世代交流

様々な交流の場の創出

遊べる場所の確保

“こんなまちになったらいいな”という将来の大塚地区の理想像 理想像に近づくために、必要なもの（建物・サービス等）

分類 ご意見

多世代で関わり、交流しやすい

外国人の人たちと交流できるまち

楽しく過ごすことができる 仲のよいまち

笑顔があふれる 笑顔があふれている

子どもからお年寄りまで過ごしやすい

障がいのある人でも安全に暮らせるまち

子育てしやすい 子育てしやすい

若い世代の人が意見や要望できる

理想のまちに近づくため案を出し協力できる

安心安全 安全・安心できるまち（防犯）

災害対策の充実 災害に強いまち

環境にやさしい

自然が豊か

まちをきれいに キレイで住みやすいまち

人口増加 人口が増えてほしい

買い物が便利 買い物が便利

利便性の確保 移動が便利なまち

通学がしやすい 通学がしやすい

誇れることがある 誇れることがあるまち

多様な交流

環境保全

誰でも意見が言いやすい

誰にとっても住みやすい
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３年生から出た意見（一部抜粋）

分類 ご意見

たくさんの人と交流したい

多世代のいい繋がりが続いていくまち

人種、国籍関係なくみんな仲がよいまち

幼児からお年寄りまで交流ができるまち

多世代で知識を伝い合えるまち

笑顔があふれる 笑顔があふれる

子どもが生活しやすい 子どもが元気に過ごせる

誰にとっても住みやすい どの年代の人でも過ごしやすいまち

子育てしやすい 子育てがしやすいまち

地域の人で１つになれる

住民同士で助け合いながら過ごせる

居場所の確保 自分の居場所がある

安全・安心に生活できるまち

安全

買い物が便利 買い物が便利

利便性の確保 移動がしやすい

環境保全 自然あふれるまち

人口増加 人口が増えてほしい

観光の発展 観光で栄える

施設の充実 便利で大きな施設のあるまち

安全安心

多様な交流

地域のつながり

分類 ご意見

小中学校を複合化して交流の場を設ける

学校と公民館は複合化する（昔の話を聞きたい）

公民館と保育園を複合化したい

複合化への懸念 今の状態を維持する。複合化しない方がよい

既存施設の充実 中学生でも公民館で遊びたい

利用しやすい施設配置 施設を大塚の中心に建設する

誰でも利用しやすい どんな人が来ても、快く迎え入れてくれる施設

子どもが利用しやすい施設 子どもが気軽に行ける施設の整備（児童館）

多世代交流センターがほしい

観光施設を増やす

保育園児から中学生が一緒に遊ぶ環境

年齢に合わせた遊具が設置された公園

若者の居場所確保 公民館を若者が使いやすい施設にしたい

保育園児とお年寄りの交流を深めたい

昔の事をお年寄りから聞きたい

児童クラブや公民館で子どもとお年寄りが遊びたい

小学生が中学生から学べるような環境（複合化）

様々な交流の場の創出 交流の場としてイベントを開催する（クリスマス等）

道路環境の整備 道路の整備

公共交通機関の充実 大塚駅の拡充

企業誘致 企業誘致

商業施設の誘致 商業施設の誘致

魅力あるまちづくり 駅周辺が発展してほしい

シティーセールス マスコットキャラクターの制作

施設の複合化

新しい施設の建設

遊べる場所の確保

多世代交流

“こんなまちになったらいいな”という将来の大塚地区の理想像 理想像に近づくために、必要なもの（建物・サービス等）
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中学生向けアンケート

生徒には「通学距離を遠く感じることがありますか」と、現在ワークショップにおいて提示している
４つの再配置プラン案について、どれがよいかをアンケートで回答してもらいました。

→「はい」と答えた方で、通学団はどこですか。
• 十能 16名 / 20名 （80%）
• 勝川・長尾 7名 / 10名 （70％）
• 平原 17名 / 18名 （94％）
• 大門・中島・笹子 2名 / 30名 （7％）
• 西島・海陽 8名 / 21名 （38％）
• 向山 1名 / 24名 （4％）
• 相楽 5名 / 6名 （83％）
• 丸山住宅 0名 / 2名 （0％）

通学団

56名

（43％）

75名

（57％）

通学距離を遠く感じるか

はい いいえ
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問：公共施設の再配置プランで、どれが良いと思いますか（中学生）

D案が若干多いものの、どの案にも満遍なく評価が集まりました。

※ アンケートの回答をもとに作成
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問：理想に近い再配置プランはどれですか【中学生】 （１/３）
選択 分類 理由

多様な交流の促進 世代間交流が可能となるため。

場所がいい。

公民館と中学校の集合で親の負担を減らすことができる。

施設の集約化 施設が集約できるため。

保育園、中学校の分離 中学校と保育園の合流は少し抵抗がある。

中学校が移動しないから。

中学校が残るから。

建替え費用の抑制 費用面で負担が少ない。

多様な交流の促進 世代間交流が可能となるため。

場所がいい。

東西に施設ができるのがよい。

施設が集約できる。

地域の真ん中に施設が集まるのがよい。

豊川市でも小中学校がくっついているところがあり、違和感がなかった。

子供の人数が少ないから。

保育園と学校を併せると問題が起こりそう。

保育園を無くして小中を一緒にすると上下関係がひどくなる。

適切な施設配置 集まり過ぎもよくない。

保育園が集合する方がいい。

保育園を一つにすることにより共通の話題が増える。

大塚西保育園は残したい。

西保育園は近いので残してほしい。

西大塚の避難所が確保できる。

避難所は多い方が良い。

中学校敷地の活用 一番広い大塚中が空くことで様々なことに活用できる。

保育園以外はよいと思う。

種類ごとに分けた方がよい。

A案

B案

利用しやすい施設配置

中学校の維持

利用しやすい施設配置

施設の集約化

集約化に対する懸念

保育園の集合

保育園の維持

避難所の確保

その他
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問：理想に近い再配置プランはどれですか【中学生】 （２/３）
選択 分類 理由

世代間交流ができそう。

保育園と小中学校が交流できることが魅力。

施設が集約できる。

保育園の子が学校がどんなところか分かる。

集約化に対する懸念 不審者も来るから公民館と学校などは別にしたい。

場所がいい。

地域の真ん中も施設があるのがよい。

送迎に便利。

保育園の送迎が便利になりそう。

中学校が近くなる。学校とそれ以外に分けられたらよい。

公民館は駅から近くがよい。

公民館は今の場所がよい。保育園とか一緒だと送迎が楽。新しい体験も出来る。

建替え費用の抑制 費用が抑えられる。

その他 いろんな所がよりよい地域になりそう。

C案

多様な交流の促進

施設の集約化

利用しやすい施設配置
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問：理想に近い再配置プランはどれですか【中学生】 （３/３）
選択 分類 理由

世代間交流ができそう。

小学校と中学校で交流ができそう。

場所がいい。

地域の真ん中に施設ができる。

保育園の送迎が便利になりそう。

園を中心にすることで親の負担を少しでも減らすことができる。

集まり過ぎもよくなく、バラバラもよくない。

地域の真ん中で、ほどよく機能が分散しているとよい。

保育園はどっちかに集めると遠くなる人が出るから。

保育園と学校の複合化はあまり良いと思わない。

中学生が落ち着いて生活出来るから。

あまり保育園児とふれあう気はない。

大塚保育園の跡地は避難場所に適しているから。

小学校を崩して新しい体育館を建てればよい。

その他 どれも嫌だと思ったが、保育園の意見は賛成だった。

利用しやすい施設配置

多様な交流の促進

適切な施設配置

保育園、学校の分離

跡地利用

D案
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生徒の皆さんには「大塚地区全体で考えていくことが重要であるため、授業の内容や学んだことを家族
に話してほしい」と伝えました。あわせて、子育て世代の皆さんのご意見を伺うため、生徒の保護者の
皆さんにチラシを配布し、アンケートへのご協力をお願いしました。
なお、アンケートでいただいたご意見については、資料「大塚地区 オープンハウス（パネル展示型
説明会）結果概要」において、まとめていますのでご確認ください。

保護者向けアンケート

チラシで
お知らせ


